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研究成果の概要（和文）：若中年男性において孤立性収縮期高血圧（ISH）患者（収縮期血圧140mmHg以上、拡張
期血圧90mmHg未満)が一定数存在することが知られている。本研究は日本人若中年ISHの特徴、中心血圧、動脈硬
化度(cfPWV)を調べることを目的とした。18-49歳の男性432名を対象とした。ISH群の中心収縮期血圧は非高血圧
群より高く、収縮期拡張期高血圧群（SDH)よりは低かった。cfPWVはISH郡で至適血圧群・血圧高値群より高く
SDH群よりは低かった。しかし、年齢、心拍数、BMI、身体活動、中心平均血圧で調整すると有意な差は認めなか
った。

研究成果の概要（英文）：Isolated systolic hypertension (ISH), defined as systolic blood pressure 
(SBP) 140mmHg or greater and diastolic BP (DBP) less than 90mmHg, is a common type of hypertension 
among young men. This study aimed to investigate the clinical characteristics, central blood 
pressure, and arterial stiffness of young and middle-aged Japanese individuals with ISH. A total of 
432 male participants, aged 18&#8211;49 years, were included. The central SBP of the ISH subgroup 
was higher than that of the optimal/high-normal/high-BP subgroups and lower than that of the 
systolic and diastolic hypertension (SDH) subgroup. The carotid&#8211;femoral pulse wave velocity 
(cfPWV) of the ISH subgroup was higher than that of the optimal and high-normal BP subgroups and 
lower than that of the SDH subgroup after adjusting for age, heart rate, BMI, and physical activity.
 These differences disappeared after further adjustment for central mean arterial pressure. 

研究分野：循環器内科
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
収縮期血圧（上の血圧）は高いが、拡張期血圧（下の血圧）は低い孤立性収縮期高血圧（ISH)が若中年男性に一
定数存在する。本研究はISHがどの程度将来の重大な病気（心血管疾患など）の原因になりうるかと検討するた
めに、432名の若中年男性を対象に中心血圧（体の中心部分の血圧）と動脈硬化度を測定した。ISH郡の中心血圧
は高血圧でない人と比較して高く、収縮期拡張期血圧（下の血圧も高い）群と比較すると低かった。動脈硬化度
は年齢やBMIなどの影響を加味するとISH郡と他の群で差は認めなかった。本研究から、ISHが将来の心血管疾患
のリスクとなる可能性はあるもののさらなる検討が必要であることが示唆された。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
高血圧は心血管疾患の強力な原因疾患である。加齢に伴いその頻度は高くなり、特に高齢者に 
おいては動脈硬化の進行に伴い収縮期血圧が高く拡張期血圧が低い孤立性収縮期高血圧
(Isolated systolic hypertension: ISH)の頻度が増加する。この高齢者の ISH は心血管疾患の高
リスク群として知られている。一方で若中年者の特に男性においても ISH 患者は一定数存在す
る。若中年 ISH 患者では常測定される上腕血圧は高いが、重要臓器への負担をより正確に反映
する中心血圧(大動脈基部圧)は低いため高齢者とは異なり良性の病態であるとする報告がなさ
れてきた実際に、ISH は若年男性で非喫煙の高身長アスリートに特に良く見られるとする報告
もある。しかし ISH であっても中心血圧は正常血圧者より高く、早期動脈硬化が既にみられる
とする報告もなされてきており、昨年になり若中年男性の ISH が正常血圧群と比較して将来の
心血管疾患による死亡リスクになることがアメリカ人を対象にした研究で報告された。同時に、
ISH のリスクは正常高値血圧群と同等であり、高血圧群(拡張期血圧も高い)よりは低いことも
明らかとなった。しかし、以上の報告は全て欧米のものであり、日本人を含むアジア人若中年
ISH 患者の病態に関する報告はほとんどなされていなかった。 
 
２．研究の目的 
日本人若中年男性の孤立性収縮期高血圧患者の中心血圧・動脈硬化度を測定することにより、
その病態・心血管疾患リスクを明らかにすることを目的とする。 
 
３．研究の方法 
協力施設で行われた健康診断を受診した 18-49 歳男性の方を対象に中心血圧および動脈硬化
度（頚動脈－大腿動脈間脈波伝播速度脈波伝播速度(carotid-femoral pulsewave velocity, 
cfPWV)の測定を行う。測定は SphygmoCor XCEL®（A&D 社）を用いる。血圧は至適血圧（収縮期
血圧（SBP） <120 mmHg and 拡張期血圧（DBP） <80 mmHg）・正常高値血圧（SBP 120–129 mmHg 
and DBP <80 mmHg）・高値血圧（SBP 130–139 mmHg and/or DBP 80–89 mmHg）・ISH（SBP ≥140 mmHg 
and DBP <90 mmHg）・拡張期高血圧（SBP <140 mmHg and DBP ≥90 mmHg）・収縮期拡張期高血圧
（SBP ≥140 mmHg and DBP ≥90 mmHg）の６ 群に分類し参加者背景・中心血圧・cfPWV を比較し
た。 
 
４．研究成果 
 対象は 432 人。ISH 郡は血圧高値、孤立性拡張期高血圧、収縮期拡張期高血圧群より若く、BMI、
腹囲は至適血圧群より大きかった（Table1）。孤立性拡張期高血圧、収縮期拡張期高血圧群は ISH
郡より身体活動度が低かった。 
 

 
 ISH 郡の上腕収縮期血圧は収縮期拡張期高血圧群より低く、他の群よりは高かった（Table2）。
ISH 郡の中心収縮期血圧は至適血圧、正常高値、血圧高値群より高く、収縮期拡張期高血圧群よ
り低かった。ISH 郡の cfPWV は至適血圧、正常高値群より高く、収縮期拡張期高血圧群より低か
った。しかし、年齢、心拍数、BMI、身体活動度で調整しても同様であったが、中心平均血圧で
調整すると有意差はなくなった(Fig1)。 
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